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Ⅰ-ⅳ 貝類

Ⅰ-ⅳ-① 貝類

Ⅰ-ⅳ-①-１ 河口域の貝類について

長良川河口堰の運用に伴い河口域の貝類の生息状況がどのように変化するの

かを把握するために種類数の調査が行われています。種類数については、調査

年度によって変動は見られるものの、季節的、経年的な変化傾向は見られませ

んでした。

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会（堰部会） 平成１６年度定期報告書P6-3-3-1-2

S2(-1.6km)より

Ⅰ-ⅳ-② ヤマトシジミ

→ Ⅳ－ⅰ－④参照
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Ⅰ-ⅴ 鳥類

Ⅰ-ⅴ-① 鳥類

Ⅰ-ⅴ-①-１ 鳥類（河川敷鳥類、河川水鳥）について

長良川の河口域から約４０kmの間に生息する鳥類の種類数について調査が行

われています。種類数については、調査年度によって変動は見られるものの特

に一定の傾向は見られませんでした。

※ H6～12：中部地方ダム等管理フォローアップ委員会（堰部会）平成１６年度定期報告書P6-3-2-6-4

N2(9.0km)より

H17 :中部地方ダム等管理フォローアップ 平成１７年次報告書P4-41 N2(9.0km)より
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Ⅰ-ⅵ 植物

Ⅰ-ⅵ-① 植物

Ⅰ-ⅵ-①-１ 植物（河岸沿いに生息する植物（ヨシ、ヤナギなど））について

長良川河口堰から約３９kmの間に生育する植物の種類数について調査が行わ

れています。種類数については、各調査区域とも平成１０年までは概ね増加傾

向でしたが、高水敷上の植生の変化が進んだことにより、平成１１年と平成

１４年ではほぼ横ばいとなっています。また、在来種と帰化種の比率について

も大きな変化は見られませんでした。

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会（堰部会）平成１６年度定期報告書P6-3-2-5-4

N4(12.6km)より
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Ⅰ-ⅵ-①-２ ヨシ原やヤナギなどの自然環境の復元や保全対策について

ヨシ原やヤナギなどの復元・保全対策として、ヤナギの植栽やヨシについて

は護岸前面にヨシ原を復元したり、生育地盤の低いところについて浚渫土を利

用した生育地盤の嵩上げなどにより復元が図られています。
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※ 中部地方整備局パンフレット「木曽三川 よみがえれ！干潟とヨシ原」より


